
区議会文教委員の皆様 

区当局に対する資料請求のお願い 

区当局は、平成 18年４月より、４館の図書館業務を委託する計画で準備を進めています。 
充分なご審議と共に、審議が時間切れにならないことを強くお願い致します。 
そのためには、区当局に的確な資料を請求し、資料に基づく審議をしていただくことが、短時間で充分な審議を

尽くす最善の方法と考え、以下に整理しました。ご参考にしていただければ、幸いです。 
１ 図書館業務委託実施計画日程の明示を求め、委員会における集中審議等時間切れにならないようご配慮をお願

い致します。 
 
２ 受託事業者社員の雇用条件が悪く、現行サービスより低下する（委託化・民営化の実施基準①区として確保しな

ければならないサービスの水準が維持できること）問題の有無を検証するため。 
1)都内委託実施区における受託事業者別雇用条件（当然ながら、事業者名等特定情報は不要） 
①雇用形態別要員数（アルバイト、契約社員、正規社員等）及びそれぞれの契約期間 
②雇用形態別給与額（時給、月給、付加給等） 

2) 都内委託実施区における受託事業者別社員の定着率 
①委託開始から最近までの雇用定着率（委託開始時在籍社員の個人別退職時期を具体的に） 
②退職理由別人数 
③定着率のよい区と悪い区の違いの原因と考えられる条件差（事業者選定方式、仕様書・契約条件等）資料 

3)練馬区在籍図書館協力員の有資格人数、在籍年数別人数 
 
３ 委託化・民営化の実施基準②区民のニーズに対する柔軟な対応が可能となることの問題を比較検証するため。 
1)開館日、開館時間の増加・延長の実施時期。 
①委託の場合は、実施館から順次実施し全館実施は H20 年度。（7/11 委員会提出「区立図書館の業務委託等につ
いて」で明らかだが、改めて同様内容の文書が文教委員会に提出されると考えられる） 
②委託業務を図書館協力員に置き換えの場合における実施可能時期を、区当局に求める。 

 
４ 経費節減（委託化・民営化の実施基準③）の問題を委託と図書館協力員置き換えの場合と比較し検証するため。 
①全館委託実施時（H20年度）の職員配置数（常勤職員、図書館協力員別） 
②現在の職員配置数（常勤職員、再雇用・再任用職員、図書館協力員別） 
③委託する業務を全て図書館協力員で置き換えた場合の要員配置数（常勤職員、図書館協力員別） 
④業務委託の委託費予測額（当然ながら消費税が課税される）及び受託事業者選定方式 
⑤委託する業務を図書館協力員に置き換えた場合における置き換え部分の区支出人件費額 

 
５ 委託化・民営化の実施基準④（雇用創出等による地域の活性化が図れること）の比較検証のため。 
①都内複数区において図書館業務の受託実績を持つ事業者の本社所在地及び登記済事業所所在地 
②業務委託の場合と、委託業務を図書館協力員に置き換えた場合の地域活性化度合いの比較資料 

 
６ 委託以外の陳情項目に関する資料 
①図書館資料購入費の過去 10年間の推移と他区との比較（H16/10/8委員会提出資料と同様のもの） 
② ①項の資料に図書館からの予算申請額を追加 
③図書館以外の部門に在籍する図書館司書有資格者の人数 
④「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部科学省告示第１３２号）及び文字・活字文化振興法 
⑤図書館協議会を設置した場合の区民にとっての問題点と利益 
⑥利用者懇談会を開催した場合の区民にとっての問題点と利益 
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